
亀山商工会議所創立７０周年記念式典での一見県知事の講演が新聞報道さ

れました。一見県知事は、リニアについて「利用者が少なければ列車はとまらな

い」と話し、広く利用しやすい駅にする必要があると述べたと報じられています。

これまで議会で利用者は少ないのではないかという指摘をしてきたし、市民か

らもこうした意見は多くありましたが、一見県知事自身、利用者が少ない懸念が

あると見ているのは興味深いことです。

亀山市は、リニア駅前整備に中津川市並みの４００億円の事業を考えていま

すが、知事自身がこの事業が無駄になる可能性を示唆したことになります。

公立保育園の１つである和田保育園（左の写真）の

増築計画が進んでいます。和田保育園は１９７７（昭和５

２）年に建築され、築４４年の老朽化した園です（保育園

の耐用年数は２７年とされている）。

今回、増加する待機児童対策として職員駐車場に園

舎を増築することになりました。しかし、待機児童の増加

はもっと以前から問題になっていながら公立保育園の

新築、増築は全くやられてきませんでした。

これは櫻井市長が認定子ども園での整備にこだわり、既存の園の建て替えや

増築等をやろうとしなかったからです。党市議団は再三、認定子ども園の整備に

こだわらず、既存の園の建て替え、増築による待機児童の解消を求めてきまし

た。

ようやく今年の２月に市は、「亀山市就学前教育・保育施設の再編方針」を策

定し、短期で効果の発揮できる事業として和田保育園と川崎南保育園の増築を

打ち出しました。

これまで放置してきた既存園の建て替え等による待機児童対策に、遅まきな

がらようやく取り組み出したというところです。

この議会報告は毎月月初めに発行しています 好きです 亀山 住みよい街に
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電話、ＦＡＸ ０５９５－８２－３６４６ 市議団ホームページ 「共産党 亀山」で検索を

スマホに変えてラインを始めた。最初は家族の仲間入りするためだったが、使

い出すと意外と役に立つ。特に動画などを送れるのがいい。総選挙では２分ぐら

いの動画を多くの人に見てもらい、支持を拡げるのに役立った。

日 会議 さて、１２月議会が始まりました。本会議などの日

７日 本会議（議案質疑） 程は左の通りです。

８、９日 本会議（一般質問） 提案される議案には、亀山市行政組織条例の一

１３日 産業建設委員会 部改正（組織・機構の見直し）、亀山市文化芸術基

１４日 教育民生委員会 本条例の制定、亀山市公共下水道事業の設置等

１５日 総務委員会 に関する条例の一部改正（農業集落排水事業に公

２０日 予算決算委員会 営企業法の財務規定等の適用）や補正予算などが

２１日 本会議（閉会） あります。

一方、９月議会で否決された図書館条例の（修正後の）再提案はされませんで

した。あれほど９月議会でぜひ可決をと言っていたのに、これでは最短でも来年

３月議会の提案になります。急ぐ必要があるのなら何としても間に合わせたはず

です。議会が「規則が未定で改正を急ぐ理由がない」として否決しましたが、その

判断は正しかったことになります。

いつもは議会運営委員会が終わると議案書が配付されます。ところが今議会

は手元に紙の議案はありません。議案書はすべてタブレット端末に入っているの

です。タブレットは議会がまず導入し活用していましたが、今議会から執行部も

幹部職員等に配付しました。これでペーパーレス化に踏み切ることになりました。

長い間に紙に慣れてしまっているのでしばらくは対応が大変です。

こうきの議会報告



１１月１９日に議会全員協議会が開かれ、来年３月議会に第２次総合計画後

期基本計画を出す予定だったのが、６月議会に３ヶ月延期になったことが市長か

ら報告されました。この後期基本計画の策定ですが、コロナ感染症やＤＸ・ＳＤＧ

ｓの進展など外部環境の変化があり、基本構想そのものの見直しが必要になった

ことやコロナ第５波の影響で、総合計画審議会などが開けないなど作業に影響

が出ているからという理由での延期です。これに伴い、第一次実施計画も６月議

会になります。

この中で基本構想の見直しについては、これまで何

度か見直しを求めてきました。２０１９年１２月に市行財

政改革大綱案を議論した時や２０２０年８月に総合計

画後期基本計画の策定の説明を受けた時です。

亀山市行財政改革大綱案では、「 Society 5.0 」と総

務省の「２０４０構想」報告がその柱となっているのに、

市の最上位計画である総合計画基本構想に位置づけ

がありません。どうしても盛り込むのなら基本構想の見

直しが必要だと指摘しました。また２０２０年には、「コロナを経験したことで市民の

価値観や社会のあり方が大きく変わるのでそれに対応する市の施策も変わらな

ければならない。」と指摘し、基本構想の見直しを求めました。

この時の答弁は、「基本構想の見直しは原則行いません」というものだったの

ですが、ようやく指摘を受け入れ基本構想を見直すことになりました。もっと早く

見直しを決めていれば、今回のような策定計画を延期する必要もなかったかもし

れません。

また、前期基本計画が来年３月末で終了し、後期基本計画が策定される

までの３ヶ月間は総合計画の空白期間になります。市は暫定的に前期基本

計画の位置づけを継続すると言いますが、基本計画は議会の議決事件です。

議会の議決もなく執行部が勝手に「暫定的に前期基本計画の位置づけを

継続する」などということは議会軽視も甚だしいと言わざるを得ません。

こうした問題点を議会で質していきます。

１２月議会に組織・機構改革の議案が出されています。組織・機構改革とは市

役所にどんな部や課を置くのかということです。今の組織・機構になったのが２０

１８年４月からですからわずか４年で見直すことになります。

見直しするのは、①大規模な部については、再編によりスリムな体制とする。

総合政策部を政策部と総務財政部に再編、②行政課題・緊急課題に対応する

室及びグループを新たに設置する。交通政策グループ（リニア、地域交通）、ＤＸ

・行革推進室などを新設、③一部のグループについて課として位置づける。図書

館と歴史博物館を課として位置づけるという３つです。

これまでの改正を「部」に着目して見てみると、平成１８年度以前には主な部が

６つだったのが、平成３０年度から４部に減らしています。そして今度は６部（政策

部、総務財政部、市民文化部、健康福祉部、産業環境部、建設部）に戻ります。

この３回の「改正」では、結局のところ大まかに言えば「財務部」と「建設部」が

統合されたり、分離されたりしているだけです。

また、図書館と歴史博物館（右の写真）を課と

して位置づけることについては、これまでにも図

書館は組織機構上の課とすべきであり、館長に

十分な権限を持たすべきだと何度も言ってきたの

で評価したいと思います。

全体的に見て４年前の機構改革が失敗だった

と思わざるを得ない提案になっています。

ツイッターを初めて１０ヶ月になりますが、ツイッターに登録しないと見られない

と思っている方は結構います。そんなことはありません。登録せずに見ることがで

きるのです。グーグルやヤフーなどで「服部こうき」と検索してもらうと「服部こうき

Ｔｗｉｔｔｅｒ」が表示され、そこをクリックすればいいのです。

また市議団ＨＰのブログも「服部こうき 日本共産党亀山市議団」という表示が

されますのでそこをクリックしてもらえば見ることができます。ぜひご覧を！。


